
問題1.

第3回復習用問題 2020.2.6

（1） 下の式は三角関数の加法定理の公式を示している。

下式でα＝βと置くことにより、倍角の公式（授業資料1ページ）を証明しなさい。

（2） 正弦（sin)と余弦(cos)の加法定理から、積を和に直す公式を証明しなさい。

また、α+β＝A、α-β＝Bと置くことにより、和を積に直す公式を証明しなさい。



問題2.



問題3.



問題4.

電力を計算する公式はP=I（電流）×V（電圧）で与えられるが、交流では電流と電圧がともに

時間変化する。また、回路の素子によって位相のずれ（遅れ・進み）があることにも注意をしな

ければならない。

電源電圧が で与えられる場合、電流成分を表す式は抵抗素子Rでは

、コンデンサ素子では 、コイル素子では

と書くことができる。

したがって、1周期での平均電力は を計算することができる。

ここで現れる と を計算すると、後者は0になる。

このように1周期積分で0になる関数同士はベクトルの内積の計算に似た性質があることから、

直交関数と呼ばれている。

そのため、抵抗素子では1周期で電力が0にならずに有効電力、コンデンサやコイル素子では

平均電力0で無効電力と呼ばれている。

1周期での平均電力を三角関数の半角の公式 と

と、グラフを利用して求めなさい。
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